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　また丁子では巾川因子ク）WIは一般にMC分劃のよりWI
より高い八WIIについては奈く逆の関係を示す。この関
係は対照群では変動多く，著明な傾向をi認め粘い．，
総括並びに考按
　以上の成績を総括すると，從牽，癌の生物学的
診断法と．して発表された数種反騰ミの起因因子，ま
たいわゆる悪液質物質と称される2，3のもの，並
び1に癌組織，胃癌け液及び痘患者尿より拍出せる
MC川劇について「ポ」的考察を試み，松原反慮
砂III反慮及びKIK反t魁．閃了’，佐藤のA，　B，　C物質
li．1川酵素因子，．中現｛のトキソホ．ルモン，湘．IIの血
清対熱非凝固物質等，そのすべてが，波高の高低
二型の緩急はともかくとして，一［tlL清濾液反慮，或
ぱMC分剣のポーラログラムと相似の，同一析出
電位における二．二恩波，即ち一一慮コバルト蛋白波を
示すことが分つた。
　これを遂一考按ずると，松．原抗原に・ついては特にliL清濾
液反燃と「ポ」的に江似であ7g　7i　i‘，この点松原，大内等に
よって，・その本謡の化学的性質が多糖類，或はグロブリン
として論議され，大体今戸では何れに《，その抗原性，旦1け，
反慮因子としての意義を認めるに到ったことは，血清億液
反鷹と密接な関係をもつMGないしMPの化学的特性と
考えあわせ，極めて興味深レ．弄実である。また化学的には
多糖類に本態を主張しても，一羅「ポ」的にコバルト蛋白
　　　　　　　　　　　　　　　ロ波を定型的に形成する物質であることからすれば，上述の・
女r嘩松原及び大内氏らの論孚の因ってくる理由も考慮に難
くないのである。
　砂田，小見山の沈降元も「ボ」的にかなりの変動は認め
られるが，すべて二重極大を示す性質をもつており，氏馨
はその化学的本態を多糖類としているが，多癬類に主体を
おくとすれば，これにもMCないしMP零因子との関連が
組渕されるのである。1
　なおこれ等の波型，並び1こ波高が血溝濾液反唯と大体丹・
行ずるかの如く見受けられたが，勿論これのみによってい
わゆる濾液物質ヵ瞭孫同織に起閃すると推論すろことは不可
能であろ。
　次ぎに最近佐藤がいわ1》る悪滋彦｛二物質としてA，B及び
Cと隅1．撫せるものについてみると，そのrl㍉多糖類を含む
というC物質が特に他の核蛋1「i質というA物貿，　ポリペ
プチ1ドとさiしるB物li　cに1’ヒベ：著二町」な蛋：白7＝：近因：を描くこと
は・，上記反随咽子の揚合1醐この性絡のものを考慮に醐しや
べきではあるまいか。
　巾原のトキソホルモンの理化≠的性質は耐熱性，水溶性
アルコール，エーテルに移行せず，非透析’【生であり，　しか
もその抽出過程においては［ltliJ瘍組織の加熱濾過，亘隻はHCI，
アルコール抽出系の方法をとり，氏も糖蛋自体中に同晴に
存在するものではあるまいかといい，他の追試によっても
大体同様の結果が得らオしているが，今回の「7ド」的観劣尊が
示す処は大体その．’jiRを実証した（，のと考える。また別報
せる如ぐ，いわゆる濾液’F勿質の理化学的倒ノ1：もトキソホ・レ
モンのそれに’極めて類似していろっ
　次ぎに津田2）血清対戸口凝圃物質も癌の工易合，対照より
明かに高い7t重波を示し，血清濾液反照1の値にほぼ一致し
た戌蕨ど示したが，これは本法の事技が「7kO」反鷹の場合
と類．似の関係にある処から，この結果は必ずしも才1［測に難
くないのである。また無論いわゆる1慮液照覧と軌を一にし
た因子がこの場合の主役を演ずろことも充分想像され得る。・
　更に胃癌胃液のK：IK因子’σあるが，　これはその抽出法
がメタノール構製過程をとり，t・れわれのメタノールによ
る血液慮液反懸とよく似た’P’」三質の，対照よりも癌の場合に
より高い波高の二重波を示すaその因子ク’理化学的’1ご1…質も
i耐熱性，非透析性で中学惇は・a衰級ペプチドと称していろ。
これは次lr11に報告予定であるが，私のいう癌尿MC，　MP
の催貧血効果と考えあわせろとこれ等の本質的・Yi！．同1生成
機序及び催貧血擬：il［ぶを脅めて）の追求は今後1こ残された問
∫題と・杉えろ6
　なお胃液を．ヒ述の如く，血清に準．じて濾液反懸の如く換
摂した聖算の成細ま胃潰瘍等で低漉であろに反し，腸癌で
は一一般にiiい傾向を示したが，これはlll血の程度，その変
化の組織学的また部位的関係，或は酸慶副こ亘って，夏に
詳細な観禦が必要と考える。この点については別に金沢の
実瞼結果に侯ちたい。
　また胃液のMC分劃についてもかなりの変動は認めらオし
tvが，その波高の高低に璽蛇てWエ≦Wirとなり，或はWI
≧Wriとなる問題については，．今回の実験範囲内において
はJその解明を期し難いが，波高の低い場含程WI＞Wエ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．であろ点は，血清蛋積量の少ない場合に見られるという濾
液反懸の場合のTropp：i「））の解釈と結び興床ある問題と考
え弘
　最後に田川氏尿カタラーゼ1ヲ馬子についてはWエは少なく
ともそのMC分劃よ1）も高声効≧し，WIエはこれに反し・て
MC分劃の方が高いが，何れにし．てもMCのそれとil雄．似の
二＝：弔：ぞ皮をカヒし，　』．1．つ・三：a）JiEfヒ学1F内壁1…顕：グ）1耐熱’1ゾ1三，　）’ノレコH
ル並びにエーテル不1容，i而tL！西凌性及ひアルカリによる渕ご陪眞
3）t））　Tropp，　C．，　Jtahling，　L，　u，　Gelger，　Fz，：　Z，　Physiol，　Chem．　262，　21］．・5　C　1939）．
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弱韓は濾液物質のそオしと；国1めて近：’似F角であろといえよう。
しかしこれまでの処，尿MG分劃には癌群で対！K1よりも高
い波高を認めたが，本因子の波高については痛及び対照岡
に著明な差異は認め難かった。なお血清濾液反慮陽性度と
の問にも相関性を云々するまでには毒ミつていない。
’以上要するに，今回私の実鹸はあくまでも各因
子の「ポ」的観察にとどまり，これまで諸家の報
告にみられるそれぞれの理化学的性質に～つの観
鮎から，つけ加えを行ったものであり，これ等の
因子と伯L溝濾液1丈慮囚了・との闇の異1司について結
論を急ぐことは，その間に多くの謬見を挿むおそ
れなしとし．ない。しかし私の得た所見ぽ，一・・つに
ぽこれら各囚子の抽出1邑程にかかる「ポ」的観察
を：：加えることにより，吏に個々の純粋：拙lilの可能
性も考え．られ，また一JJ“・今・後「ポ」的に」匡要な役
割を認められつつあるMCなV・しMPの生物学的
意義を解明する．1：．oe，それぞれ特イ∫な生物学的諸
反慮を示す各因子の「ポ」的性欣の如何は，実験
展開上va　一一つの順路を：示すものであると考える。
結 論
　数種生物学的癌反感因子及び悪液質物質につい
て「ポ」的襯察を行い，それ等のすべてにコバル
ト蛋自波の形成を認め，それぞれ諸家の理化学的
性聰τ：関する報告につけ加えるところがあった。
なお2，3のものについては癌と対照との閃におけ
るそれ等因子のポーラログラム上の異同を調べ，
いささかン考手安を：加えた。
　　　　　　　　　　　　　　（昭禾li　28．4．22受付）
Summary
　　According　to　present　results　in　our　polarographical　lnvestigations　in　certain　’biological　cancer
reaction　factors　and　in　ca．　chectic　substance，　ctosely　resernblin．cr　polarograMs　were　obtained　between
serial　filtr．tte　reaction，　a，　nrJ　filtrate　reactions　o’f　mucoid　fractions　obtained　from　cq．　ncer　tissue，
s：ruin，　urine　and　froin　gastric　juice・　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Apr．　2L’，　1953’）
